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概要  

 計算機プログラムおよび計算機アーキテクチャを数理的にとらえて、プログラミングの

方法論にあらたな視点を与えることを長期研究で目指しています。最近のテーマは、可逆

計算、可逆プログラミング言語、および可逆アルゴリズムです。可逆性という制約の下で

どのようなプログラミング方法論が有効であるか、また既存のプログラミング方法論に新

たな視点を与えることができるかどうかということを研究しています。 

応用例  

可逆構造化定理は、任意の可逆流れ図において有効な定理です。形式化した可逆言語

Janus言語は、可逆論理回路の設計に利用されています。 
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